
日仏共同研究に向けてのシンポジウム発表者募集	

	

日本交通心理学会では、フランスの研究機関 IFSTTAR（l’Institut	français	des	sciences	

et	technologies	des	transports,	de	l’aménagement	et	des	réseaux;	英語表記 The	French	

Institute	of	Science	and	Technology	for	Transport,	Development	and	Networks）との

間で日仏共同研究プロジェクトを計画しています。つきましては、今年度はその基盤づく

りとしてパリの IFSTTAR 本部にて日仏の研究紹介のためのシンポジウムを開催します。ご

希望の方は是非応募してください。特に若い研究者には、海外での研究可能性が広がるチ

ャンスと捉えていただき、積極的な参加を希望します。	

なお、IFSTTAR は、フランス最大の交通安全研究所であり高度な歩行者用や自動運転のシ

ミュレータを用いた人間工学的な研究や知覚心理学的観点での研究が盛んですが、歩行者、

高齢者、自転車の教育にも力を入れています。また、若い研究者のなかにはクロスカルチ

ュラルな研究に関心のある方もおり、研究内容は多彩です。	

	

参加発表者募集要領	

記	

＊日時：2017 年 9 月 13 日(水)と 9 月 14 日（木）の 2 日間	

＊場所：IFSTTAR 研究所（パリ	 ベルサイユ）	

＊参加発表費用：無料	

＊参加発表人数：５名程度（発表者には日本交通心理学会より旅費として 10 万円程度の補

助を予定しています）	

	

［参加申し込みと参加採用について］	

＊参加申し込み宛先：日仏共同研究プロジェクト責任者の太田博雄（東北工大）までお願

いします。メールアドレスは hiroo_ota_1128@yahoo.co.jp	

＊発表要旨の提出：応募にあたりましては、日本語で発表題目と発表要旨を 400 字程度に

まとめて上記の太田までメールにてお送りください。	

＊応募締切：2017 年３月 22 日（水）。発表採用者には発表要領を 4 月中旬までに連絡致し

ます。	

＊参加発表採用について：採用者は 4 月初めに決定し本人に通知いたします。なお、参加

支援のための予算に限度があるため、参加希望者多数の場合には申込順と発表内容の両方

を検討対象としますので、ご希望に添えない場合があることをご容赦ください。	

発表採用者には、７月末までに英文にて発表論文を A4 版 2 ページの提出をお願いいたし

ます。フォーマットは学会発表論文形式となります（英文です）。	

	

詳細についてご質問のある方は太田（東北工業大学）まで E-mail にてご連絡ください。	


